
ス ケ ジ ュ ー ル

1 4 : 0 0
　 3 0
1 5 : 0 0
1 6 : 3 0
　 4 0
  　

1 8 : 1 0
1 9 : 0 0

受付
開会式
基調講演  高橋哲哉さん
休憩
パネルディスカッション
　高橋哲哉さん
　永江雅俊さん
　殿平善彦さん
　竹内亮子さん
移動（ホテルチェックイン）
交流会①

１日目   ６月３日（日）

２日目　６月４日（月）
9 : 0 0
1 0 : 1 5
　 3 0
1 2 : 0 0
  3 0

1 4 : 0 0

1 8 : 0 0
1 8 : 3 0

特別講演  谷内  榮さん
休憩
全国交流集会　
休憩
移動（車内昼食）
フィールドワーク①
　朱鞠内湖・旧光顕寺
　現地講演  殿平善彦さん
旭川到着
交流会②

9 : 0 0

1 2 : 0 0
1 3 : 0 0

1 4 : 0 0

☆各自現地集合
フィールドワーク②
　北海道護国神社･北鎮記念館
　現地案内  永江雅俊さん
移動（車内昼食）
フィールドワーク③
　砂川空知太神社･富平神社
　現地案内  谷内  榮さん

各自解散 ( J R 砂川駅 )

３日目　６月５日（火）

「念仏者九条の会」第１４回　全国集会＋交流会in北海道

テーマ「ヤスクニと原発と差別」～北辺の地から問う～
　昨年の東日本大震災にともなう福島第一原発の事故は、
経済発展という大義により国策となってきた原発のもつ差
別性を明らかにしました。それは、地方を弱者を犠牲にする
ものでした。
　弱者の犠牲を前提とする国策、それは戦争も同様です。か
つての天皇制国家が、国民を戦争へと向かわせた論理、それ
が朝鮮やアイヌの人々への「同化」政策と「ヤスクニ」での英
霊顕彰でした。
　北海道の「開拓」もまた、国策を実現するための「内国植民
地」化への過程といえます。
　アイヌ民族への差別、囚人労働、タコ部屋労働、朝鮮人・
中国人強制連行と強制労働など、中央の権力者に収奪し差
別された歴史といえます。
　民衆の歴史が刻まれた「北辺の地」北海道から原点を見つ
め「念仏者」として学び合いませんか。遠くではありますが、
心から、お招きしご案内申し上げます

〒066-0075　北海道千歳市北信濃 632-4：宮川証法（秀法寺）Fax0123-29-7002　shoho-marvel@sea.plala.or.jp

2012 年    　月     日　 ～     日

旭橋：旭川中心部と北部を繋ぐ。
　　　戦地に赴く軍人が、第 7師団からこの橋を渡り　　
　       出征していった。

開催日

北海道旭川市 7条 7丁目 32-12

※５月３日迄に Fax･Mail でお申し込みください

６ ３ （日） ５ （火）

旭川トーヨーホテル開催場所
℡0166-22-7575

参  加  費　３,０００円

交流会費    １日目３,５００円　

　　　　    ２日目 ３,０００円　

お弁当代各１,０００円
  ◇ 飛行機・ホテルは各自でご予約ください

お申し込み：念仏者九条の会･北海道事務局

会
場

レンタカーで２時間３０分（高速道路）千歳（札幌）空港着

旭川空港着　バス、レンタカーで会場まで３０分

電車で１時間３０分（旭川駅から徒歩１５分）

（当日集金）

（お茶付き）


